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    女教師のいけない関係

    　

    早瀬らいむ

    

    　

    　

    　

    私が高校の英語教師になって、三年目のこと。退職された先生の代わりに、男子バスケット部の副顧問を引き受けてくれないかと学校側から打診された。

    運動音痴の自分に、果たして務まるのだろうか。女子高、女子大の出身で、汗にまみれた活発な男子生徒の集団には馴染みは薄い。

    だから教頭に断ろうと、

    「すみません、お引き受けしたいんですが、バスケットのルールさえも良くわからなくて……」

    と控えめに言ったのが失敗だった、

    「顧問の石田先生が、熱心にみておられます。心配ないですよ、まさか桜井先生にバスケットをやれとは言いませんから」

    「はぁ……」

    「それに先生だけですよ、顧問をされてないのは」

    結局、さりげなく嫌味を飛ばされ、仕方なく引き受けることになった。

    　

    私が顧問、何より運動部をやりたくないのには理由があった。もちろんそれも教師の仕事の一つであることは、わかっている。しかしせっかくの週休二日を学校に奪われたくなかったのだ。

    私には二年付き合った恋人がいた。彼は大手企業に勤めるサラリーマンで、週末の出張も多い。

    お互い、仕事の都合でなかなか会えないのに、最近の彼とのセックスはマンネリ気味なのか、味気なかった。

    私は結婚まで真剣に考えていた。だからこれ以上二人の体の関係を悪化させたくはなかったのだ。そのためにも休日は確保しておきたかった。

    　

    うっとうしいことになったと思いながらも、とりあえず男子バスケット部顧問の石田先生にご挨拶にいくと、意外な言葉が返ってきた。

    「土日は出ていただかなくても、大丈夫ですよ。教頭には適当に話しておきますから」

    「いいんですか？」

    「ええ、もちろんです。部活の指導は、僕の楽しみでもあるんです」

    「ありがとうございます」

    「安心してお任せください」

    良かった。石田先生は、なんていい人なのだろうか。

    先生は社会科の担当で、二年の担任を持たれていた。普段は社会科教科室におられることが多く、三年の文系英語を担当する私とは、接点も少ない。

    確か歳は三十過ぎぐらいだ。顔の面積はかなり大きめだけど、細くて少し垂れた目は本当に優しくて、どこかお人好しそうにも見える。

    体つきはがっちりした筋肉質。でも意外と小柄で、身長は一六七センチの私とあまり変わらないのではないだろうか。それでもご自身は学生時代バスケットをされていたようで、ずっと顧問を引き受けられていた。

    新婚でこの秋にはパパになるらしいのに、こんなに部活に時間をとられて、奥様は寂しがらないのだろうか。

    男性としての外見はお世辞にもタイプとはいえないけれど、教師としての姿勢は尊敬できる。

    私は申し訳ないとは思いながらも、このありがたい提案に素直に甘えることにした。

    しかし、まさかこれが人生を変えるきっかけになろうとは……その時は想像もできなかったのだけれど……。

    　

    　

    それはもうすぐ、夏休みに入ろうという頃……。

    私は自分がバスケット部の副顧問であることさえも忘れ、夏の計画をあれこれと立てていた。

    すると突然、石田先生がすまなさそうな顔をしてやってきた。

    「実はバスケット部なんですが、夏に軽井沢で合宿をすることになりまして。桜井先生にもご参加いただけないかと」

    「私、ですか？」

    「八月の第一週目です。女子のマネージャーを三人、同行させることになったのですが、さすがに男だけの中に入れるわけには……」

    「そう、ですよね」

    部活を全面的に押しつけてきた負い目もある。だから私はせめて合宿ぐらいはと、一緒に軽井沢へ同行することにしたのだ。

    　

    軽井沢の合宿所は毎年夏の間、学校が借り入れて、各クラブが交代で使っていた。石田先生がそこに行くのは、八回目。だから合宿所での三泊四日の過ごし方も心得ておられる様子だった。

    それに比べて何事も初めての私は、女子マネージャーの仕事を手伝う他、特にすることがなかった。教師のくせに、暇をもてあましていたのだ。

    私は、三年以外の生徒との面識は薄かった。恥ずかしながらこの合宿で初めて、十数人のバスケット部メンバーの顔と名前を一致させたくらいだ。

    せめて試合形式の練習の時には、極上の笑顔で「頑張って！」と手を振り、名前を呼んで応援してあげたい。

    副顧問の私にできることは、その程度だったから。

    　

    合宿所では教師の特権とばかり、六畳ほどの畳の部屋を一人で使っていた。慣れない場所に馴染みのない生徒たちとやってきて、気を遣うことばかりだったけど、この空間だけはなんとかリラックスができる。

    肩が露出し、体のラインがぴっちりとわかるブラトップに、太腿がまんま見える短パン。しかもウエストはゴムとらくちん……。

    こんな不謹慎なパジャマ兼室内着は、教師にふさわしくないとわかっていたけど、夜だけだし、誰に見られるはずもない。

    一人の時間は、家にいる時の恰好でくつろぎたかったのだ。

    　

    一日目、二日目の夜にはワイワイと騒いでいた生徒たちも、さすがに最終日の今日は練習の疲れがドッと押し寄せたのだろうか。気持ち悪いほど静かに眠っている。

    そして、ようやく明日の朝にはここを出発できる。

    私は長い束縛からやっと解放される囚われ人のように、その気持ちを軽くさせていた。

    そろそろ、寝よう……。

    テレビすらない部屋では、することもない。持参した本も、すでに読み終えてしまった。

    帰り支度を整えた私は、押入れからヨイショとばかり、妙に重くて分厚い布団を引っ張りだした。

    普段は学校にほど近いワンルームマンションで、一人暮らしをしていた。もちろんベッドを愛用。彼が来て気持ちが盛り上がったらすぐに、セックスになだれ込めるようにだ。

    布団なんてイチイチ敷いてたら、きっと冷めちゃうよね……。

    彼は非常に淡泊で、一瞬でもタイミングを逃すと抱いてくれなかった。ちょっと胸元が肌けた格好でもたれかかり、こっちからキスして舌をねっとりと絡ませる。そして彼の息使いと下半身の反応を見ながら、そのズボンのチャックを下ろしていく。

    私たちがセックスをするには、いや、彼からセックスをしてもらうには、毎回そんな過程が必要だった。

    きっと私の方が、たくさん好きなのかもしれない。

    抱いてもらって体を合わせることで、いつもどこか安心していた。

    だから感じてなくても、

    「あーん、いい……アァッ」

    だなんて、気持ちよさそうな喘ぎ声をあげる。

    自分がイケなくてもいいのだ。彼にさえ満足してもらえば、それで幸せだった。

    私たちは恋人同士だったけど、ある意味、情けない関係かもしれない。

    無理やりこの風情ある男女のアイテム、布団に押し倒されたら、妙にエロくて濡れちゃうかも……。

    そんなバカな想像を、楽しんでいる時だった。

    　

    「桜井先生、もう休まれましたか？」

    部屋の外で何やら蚊の鳴くような声がする。石田先生だ。

    やだ、どうしよう。こんな格好なのに……。

    肌の露出が普通でないことが気になったが、まさか無視するわけにもいかない。

    私はその安っぽい木のドアをそっと開けた。

    「何かありましたか？」

    すると先生はその垂れた目じりをいっそう下げて、ニコニコと缶ビールを目の前にかざした。

    「どうです？　最後なので一緒に。ちょっと失礼してもよろしいですか？」

    ちょうど喉が、渇いていた。ビールなんて嗜好品、合宿初心者の女教師には思いつくすべもなかった。さすがにベテランの石田先生だ。

    幸い、生徒たちがいる部屋とはある程度は離れている。

    こんな夜更けに、男性教師と密室で二人きりになることに抵抗を感じないわけではなかったが、石田先生は新婚だし、なによりその人格は信頼できる。

    私はせっかくの差し入れを頂戴することにし、彼を中へと招いた。

    　

    「いただきます」

    シュッと音を立てて缶を開け、カラカラの喉の奥へと冷えたビールを注ぎ込む。

    美味しい……。

    その一杯は、軽井沢に来てから溜まっていた疲れを吹き飛ばすようだった。

    私は普段、お酒を飲む方ではなかったけど、これは沁みる。アルコールがほどよく回ってきて、いつの間にか心地よくなっていた。

    石田先生もそんな私に、心なしかいつもより陽気に話してきた。

    「桜井先生が一緒に来てくれて、本当に助かりましたよ」

    先生はすでに飲み終えた缶の角度を微妙に変えて、少し照れるようにそう言った。

    「そんな……私の方こそいつも先生に部活を押しつけてしまって、心苦しく思っていたんです」

    「大丈夫でしたか？　ご予定は。彼氏とのデート、邪魔しませんでしたか？」

    「ええ、まあ」

    「否定しませんね。ということはやっぱり、恋人がいたんだ、桜井先生には」

    「付き合ってもう、二年になります」

    「そうか、なんだ……しかしうらやましいなあ、こんな美人と付き合えるなんて」

    美人だなんて、嬉しいことを言ってくれる……。

    「やめてくださいよ。私こそ、新婚の先生の奥様が羨ましいです、こんな優しい旦那様で」

    「ホントに？」

    「ええ、もちろん」

    などと、しばらくはそんな取りとめもない話をしていたのだが、突然、

    「で、桜井先生。その彼氏とは、セックスは月に何回ぐらい？」

    「は？」

    急な石田先生の不謹慎な問いかけに、私は戸惑いを隠せなかった。

    もしかして、もう酔ったのだろうか。普段はこんな会話、する方ではないはずなのに……。

    そして先生は別人になったように、ぴっちりとしたブラトップの中にある、大きな胸の膨らみをジロジロと撫でるように見つめてくる。

    私は自分の肌がさらけ出されていることを思い出し、それを包むように腕を組んだ。

    　

    石田先生はさらにいやらしい質問を続けた。

    「そりゃ、パコパコやるでしょうね、若いんだから、毎日でも。で、何回なんです？　気持ちよくイカせてもらってます？」

    「ちょっと先生、もう酔ったんですか？」

    「なわけ、ないですよ。たったのビール、一杯ですよ」

    「はあ……」

    大人向けの軽いジュークなのだろうか。それにしては先生の目つきが普段とは違う。

    もしや非常にお酒に弱い体質なのか。

    「しかし男ミョウリにつきるだろうな、こんな美人とセックスできるとは」

    「あの、先生……」

    「興奮しますよ。俺だったら、何回でもタチます」

    「ちょっと、そういうお話は……」

    「うちの奥さん、今お腹が大きいから。やらせてもらえないんですよねぇ。だからめちゃくちゃ溜まってて、性欲」

    「……」

    少し上気した石田先生の顔が近づいてきた。

    嫌だけど、ここで逃げるのは変だ。緊張が走るものの、平静を装うしかない。この人はただ、酔っているだけなのだから。

    　

    今度は、素肌がさらけ出された私の肩と腕を、許可もなくスリスリとさすり始めた。

    「あの、石田先生……」

    「桜井先生、おっぱい大きいですよね。いつも思ってたんですけど、Ｄカップはあるでしょ？」

    彼のゴツゴツとした大きな手は、私の左のバストをポヨンッとすくい上げたかと思うと、ぎゅっとワシ掴みにした。

    「キャッ！」

    これはもう、冗談ではすまされない。

    しかし相手は同じ学校の先輩教師。お酒の席だし、後々のことも考えて、私は遠慮がちにその手を押し返した。

    「少し酔われたようですね。そろそろお部屋に戻られた方がいいと思います」

    「そうはいきませんよ。ここまで来て。もうちょっとゆっくりさせてもらわないと」

    すると石田先生は突然、敷いたばかりの布団に私を力ずくで倒した。起き上がれないように、がっちりとした上半身をかぶせてくる。

    「な、何するんですか、やめてください！」

    「先生がこんなエッチな格好して、誘うからいけないんだ」

    彼の手が私の太腿の内側へとスルリと伸びた。

    「……や、やめてください！」

    「シッ！　これ以上大きな声出すと、生徒に聞こえますよ。気づかれて損をするのは桜井先生なんですから」

    その一言に、私は固まった。もちろんこっちだって、騒ぎは起こしたくない。

    　

    石田先生は私が静かになった隙に、分厚いその唇を無理やり押しあて、ぶちゅりとキスをしてきた。

    むにゅむにゅと軟体動物のように這い回り、気持ち悪い。ついには舌まで押し込んでくる。

    「ん、うぶ……い、いや……」

    言葉にならなくて、私は顔を左右に振った。

    すると今度はブラトップの胸元からズブリと手を差し入れ、直に私のおっぱいをやわやわと揉み始めた。乳首までクリッとつまんでくる。

    「んっ……うっ、い、いや……やめて、ください……」

    恋人の顔が、なぜか頭に浮かんだ。

    私は石田先生を跳ねのけようと、必死に足をバタつかせたが、相手は小柄とはいえ普段から鍛えている男。そうは簡単にはいかない。

    「ちょっとだけ。ちょっとおっぱい、触らせてくれたら、これまで部活に非協力だったこと、教頭にも黙っておきますよ」

    「もしかして脅迫してるんですか、私のこと」

    「とんでもない、交渉です。お互いのために」

    「……」

    「それにしても敏感ですよね、桜井先生の乳首。もうビンビンにタッてますよ」

    「いやッ……」

    私はなおも抵抗を続けたが、弄ばれていた胸元は恥ずかしながら、もやもやと感じ始めていた。そして気持ちよくさえなってきている。

    「あっ、あぅん……」

    油断していたら、甘い吐息まで漏らしてしまった。

    「なんだ、先生も感じてるんだ。それじゃあもっと、本格的にサービスしないとね」

    石田先生は私の腰の上に馬乗りになると、肩にかかっていたブラトップの紐をガバッと下へと引き下ろした。

    ボリュームのあるぷりんとした自慢の乳房が、放り出される。

    「おぉ、見事な巨乳ですねぇ」

    「いや……」

    その目つきは教師というより、エッチな中年男のものだった。

    「それにしても、そそるなぁ、このでかいおっぱい」

    石田先生は、私のプリンとした乳房をその大きな手でぐにょぐにょと揉んで、指で乳首を弾いて転がした。

    「あぁん……」

    そしてついには、自分が弄んでツンと立てたそのピンクを口に含む。

    「やッ……」

    「恥ずかしがらなくても、いいじゃないですか。どうせ処女でもないんだし。僕を桜井先生の彼氏だと思って、ちょっとだけお願いしますよ」

    「そんな……」

    「吸わせてください。そしたら部屋に戻りますから」

    石田先生はそういうと、チュウチュウと音を立てて、しつこく乳首を吸い上げた。熱くざらついた舌でグリグリとこね回してくる。

    職場の上司に弱みを握られ、エッチな行為を強要されている。これはまさしくセクハラだった。

    でもなぜか女の下半身は気持ちよく反応し、その奥は私の意思を無視して勝手に疼き始めている。

    先生が乗っているお腹の上では、男のカタマリが大きく成長していくのがわかる。

    「あ、いやん……あッ……」

    彼は休むことなく、その大きな舌でねちょねちょと、唾液にまみれた乳首をさらに舐めて転がした。

    息は小刻みに上がってくる。

    女のアソコはもうすでに、エッチな液で溢れていた。

    とうとう私はすべてを諦めたように、だらりと力を失った。

    「桜井先生、やっぱり気持ちいいんですね」

    「ち、違います……」

    「ホントかなぁ」

    しかし私のアソコは、これまで経験したことがないほどに、甘く疼いていた。

    　

    これ以上されると、自分の理性が取り戻せない所にまで行ってしまう。

    考えてみれば、私たちは非常に不適切な関係。それに相手は既婚者だ。

    私はハアハアとする息を殺しながら、訴えた。

    「あの、先生……でも、もう……これ以上はいけないと思います。どうか、冷静になってください」

    「僕は冷静ですよ」

    「たぶん、酔ってらっしゃるんです」

    「けど先生、ホントにやめていいんですか？　僕には先生がすごく感じてるように見えるんですけど」

    「……」

    確かに私は感じまくっている。ここでやめたくはない。それを象徴するかのように、乳首も固くツンと上を向いていた。

    石田先生は私が答えないのをいいことに、じわじわとその手を、私の腰あたりまで下ろしていく。

    「ついでだから、下の方もサービスさせてくださいよ。まさか本番までは要求しませんから」

    そういうと彼の指は、あっという間にゴムでできた短パンのウエストを潜り抜け、グイッと内側に入り込んだ。

    「あんっ……」

    パンティの上から、大切な部分が捕らえられた。そして薄い布を食い込ませるかのように、クリクリと中に進もうとする。

    「ん……あっ、あぁんッ……」

    「いやぁ、ずいぶん濡れてますね。エッチだなぁ、桜井先生。本当はやりたいんじゃないの？」

    「まさか、違います……」

    彼とのセックスが、ご無沙汰しているせいだ。だからちょっと触れられただけで濡れてしまう。

    　

    そして女の入り口は、パンティの上から刺激するそのいやらしい指に、直に触れてほしいと思い始めていた。

    相手は誰でもいいのだろうか。きっと私は淫乱に違いない。

    「あっ、あぁぁん……ダメぇ……」

    あまりの気持ちよさに全身が悶えた。私は思わず腰を浮かせていた。

    先生はついにパンティを潜り抜け、三角の黒い茂みをスリスリと撫でたかと思うと、すでにヌルヌルになっていたその敏感な割れ目にズルッと侵入した。

    指は円を描くようにうごめいて、クリトリスを熱く充血させ、絶妙に振動する。

    「あぁーん、いやぁん、あっ、ふぅん……」

    「クリトリス、ほら、ここ、気持ちいいでしょ」

    「う、うぅん……ええ……」

    何ともいえない快感が襲ってきた。

    石田先生のゴツゴツした肉厚のある太い指が、私の中に潜り込んできて、その秘所を絶妙にかき乱す。

    「あっ……あぁぁ、いいッ……」

    「ね、本当はほしいんでしょ？　僕の。先生のココ、こんなに締め付けてますよ」

    私の悶える声に応えるように、石田先生は耳元でささやいた。

    「ダっ、ダメです。もう、これ以上は……」

    「残念だなあ。せっかく桜井先生の感じるツボを心得たところなのに。ムスコだってほら、こんなに大きくなって、爆発寸前ですよ」

    それでも私は乱れる息で、必死に嘘の抵抗をした。

    「じゃあ、こうしましょうか。ちょっと試しに入れるだけ。それならいいでしょ？　ね、十秒だけ。十秒だけ中を確かめたら、すぐに抜きますから。お願いしますよ、桜井先生」

    「……」

    　

    私が黙っていると、石田先生は素早く自分ジャージをズリ下ろして、そそり立つペニスを取り出した。そしておもむろに私の蜜口にその先をつける。

    「ね、ご挨拶がわりに」

    グリグリと先端を気持ちよく動かす。

    「中を見学させてやってくださいよ、僕のムスコに」

    すると……。

    「い、いやっ……キャッ！」

    こっちはいいとは言ってないのに、固く巨大なソレは、女の敏感なヒダをかき分けて無許可で侵入した。

    「ふわぁ……やっぱ、絞まってますねぇ。もしかしてあまり彼氏としてないんじゃないですか？」

    「……そんなこと、わかるんですか？」

    「もちろんですよ」

    石田先生は約束通り、本当に動かなかった。

    私の中には、むっくりとした質感のある塊が入っている。これまでには経験のない大きさだ。

    先生はときおり、「ウぅ……」と、小さく顔を歪め、気持ちよさそうに吐息を漏らした。

    私のアソコは、初めてサイズのペニスを歓迎するように、グイグイと絡み付いていき、「動いてほしい、突いてほしい」と叫んでいるようだった。

    この太くて長いモノと擦り合ってみたい……。

    　

    「じゃあ、十秒経ったから、そろそろ抜きますね」

    石田先生は意外にもあっさりと言った。そして腰を浮かそうとする。

    「あっ、待って」

    「はい？」

    「もうちょっと。もうちょっとだけなら、いいですけど……」

    「けどこれ以上は、さすがに僕もやりたくなりますよ、一応男だから」

    「じゃあ……、それ、でも……」

    「ホントに？」

    「まあ……」

    「いやぁ、感激だなあ。なら、最高に気持ちよくしてあげますよ、桜井先生のこと」

    すると石田先生は待っていたかのように、すぐさま腰を動かし始めた。

    グイッ、ゴリッ、グイッ……。

    それは気持ち良くて、言葉に表せない。痺れるような快感がじわじわと昇ってくる。

    先生は太くて長いペニスを入口付近までスッと引き抜いたかと思うと、キュギュッと奥まで押し込んだり。クリトリスが擦れるように腰をグリングリンと回しながら、押し入れたりした。

    不定期なリズムと角度が、絶妙に私を責めてくる。

    「あぁっ、あぁぁん……い、いいっ……感じる……」

    我慢できずに、喘ぎ声をあげた。

    極上の快感に襲われて、呼吸はハアハアと乱れてくる。

    「あっ、あぁーん……ど、どうしよう……ホントにイッちゃう……」

    「ここですね、これが気持ちいいんですね」

    「ええ、そこ……そこ、お願い……あぁぁん……」

    石田先生はテクニックを駆使して、パコパコ、グリグリと私を突いた。

    彼氏では到底味わうことができない、壊れるような官能に私は酔いしれていた。

    相手は同じ職場の、既婚者の男性教諭だけど、そんなことはもう、どうでも良かった。

    私はきっと、どうかしている……。

    　

    「あぁぁん、いいっ、気持ちいい……もっと突いてぇ、そこ……」

    それでももっと感じたくて、自ら腰を振り、前へとつんのめらせた。

    石田先生は私のお尻を自分の太腿の上に持ち上げ、ギュッと腰を両手で固定したかと思うと、巨大なペニスをものすごいスピードで出し入れした。

    「あ、アアッ、ああぁぁッ……」

    ヅボヅボ、ヅボヅボ……さらに激しく、突きに突く。

    「あっ、ダメ……もう、イク。イッちゃう……」

    「いいよ、イッて」

    「ホントにもう……あっ、あぁ、いやぁん……」

    ついに私は、頂点に達してしまった。

    全身を刺すような快感が駆け巡り、別世界へと連れて行かれる。

    石田先生は私がイッたのを確認すると、追いかけるように到達し、中へとたっぷりの性欲を吐き出した。

    　

    私たちはその日、三度のプレイを楽しんだ。

    初めてシックスナインも経験した。これは思った以上に気持ち良くて、私は舌を挿入された瞬間にイッてしまったほどだ。

    自分の体がこんなにエッチだったとは、びっくりだ。もしかして初めて、本当の性に目覚めたのかもしれない。

    　

    　

    夏休みは一度も部活にでることもなく、結局次に石田先生と顔を合わせたのは、二学期に入ってからだった。

    様子は以前とまったく変わらず、というより、どちらかというとよそよそしい感じさえ受ける。何か、避けられているといった気もする。

    ったく、向こうから迫ったくせに……。

    もうすぐ奥様の出産が近いからだろうか。どうも私はたった一度きりの、慰め者だったようだ。

    もちろん教師同士、道徳的にもこれ以上続けることは許されるはずはなかった。だけど、あれほどの快感を得られるなら、もう一回ぐらいしてあげてもいいと思っていたのに。

    外見は好みではないが、官能的なセックスを家庭で楽しめるなら、石田先生の奥さんは案外幸せ者かもしれない……。

    　

    最悪なのは、それからの私だった。

    何度も頂点を迎えるエッチをしてしまったばかりに、彼氏とのそれはいっそうつまんなくなっていた。

    ましてや濃厚なセックスを求めるなんて、とてもできない。

    回数を重ねるたびに、その喪失感は重なっていった。

    　

    　

    ある日、いつものように学校から帰宅すると、マンションの前に一人の男子生徒が立っている。夏の合宿に一緒に行った、バスケ部二年の平岡君だった。

    「どうしたの？　平岡君」

    私は驚いたように聞いた。

    「先生に英語の質問があって」

    「え？」

    彼はキャプテンで、部活の中心人物だった。長身で得点力が高く、成績も優秀。また親が医者というだけにバスケだけでなく、学校側は彼の将来の進路にも期待していた。

    その上、男子のわりに整ったキレイな顔立ち……。

    だから女生徒からの人気も抜群だ。バスケ部の女子マネージャーはみんな、彼を狙っていた。

    そんな平岡君が、私に何の用があるのかしら……。

    　

    「どうしてもわからないところがあって。学校じゃ、先生に教えてもらうわけにはいかなから」

    「どうして？」

    「二年の英語担当じゃないし」

    「そっか……でも私の家、よくここだとわかったわね」

    「実は俺、この近くなんだ。で、何度か先生のこと、見かけたことがあって」

    「そうなの？」

    「平岡医院。知ってる？　この先の」

    「あ、うん」

    「そこが俺んち」

    「そっか、確か君のお父様、お医者様だったわね。平岡医院だったんだ」

    彼の品のある顔立ちが、私を妙に納得させた。

    「ね、先生。入っていい？　ずっと待ってたし」

    「ん、そうね……」

    一人暮らしの自宅に男子生徒をあげてもいいか、少しためらったが、長い間待っててくれたようだし。

    ま、仕方ないか……。

    私は二階の角にある自分の部屋へと平岡君を案内した。

    　

    フローリングのワンルーム、小さな部屋だけど、すっきりとキレイにしておいて良かった。まさか生徒が訪ねてきてくれるとは思わなかった。

    「ねぇ、何か飲む？　オレンジジュースでいい？」

    「うん」

    私は小さなダイニングテーブルにオレンジジュースを置き、参考書を広げる平岡君と向かい合うように座った。

    「で、どこがわかんないの？」

    「ここ」

    どうも反対からだと、よく見えない。私は立ち上がり、平岡君の方へ回り込み肩を並べた。

    「あ、ここね。これは不定詞の用法だから……」

    と説明を始めようとすると、

    「ね、先生。合宿で石田とエッチしてたでしょ」

    「えっ……」

    驚いて横を見ると、彼の顔がすぐ近くにあった。

    「俺、見たんだ。あいつがビール持って、先生の部屋に入って行くところ」

    「それは……」

    「その後、桜井先生のいやらしい声が聞こえてきたよ」

    「……」

    私は思わず、絶句した。そして言い訳しようと、

    「平岡君、そのことは……」

    「言わないよ、もちろん誰にも。もしバレたら、クビになるんでしょ？　先生たち」

    「ん、まあ、ね……」

    「先生、石田のこと、好きなの？　あいつ、奥さんいるんだろ？」

    「だから、そうじゃなくて……」

    「やっぱり無理やり犯されたんだ。結婚してるくせに。卑怯者め」

    「平岡君、それは……」

    「あいつに話したら、なんて言ったか、知ってる？」

    「石田先生もご存じなの？　君が知ってること」

    「うん、桜井先生に黙ってるって約束したら、お前もやらせてもらえるぞ、だって」

    「そんな……」

    石田先生に裏切られたようで、私は愕然とした。

    そして平岡君はおもむろに立ち上がる。

    「けど俺は、そういうんじゃなくて、先生のことが本当に心配で……」

    「……」

    「前から好きだったんだ、桜井先生のこと……だから石田と合宿であんなことしてるのを知って、ショックで。もう、勉強も手につかなくて……」

    「平岡君……」

    「もう、あいつとあんなこと、絶対にするなよ」

    「わかった……」

    反省したようにうつむいて彼に背を向けると、突然平岡君は私の背中に抱きついてきた。

    「好きだ、先生……」

    「わかった。もう、しないから、石田先生とは」

    背後からは世間に毒されてない、若い男の温もりが、じんわりと伝わってくる。

    「ね、おっぱいも触らせたんでしょ？　石田に」

    「え……？」

    「ずるい」

    そういうと彼は私の肩越しから腕を回し、一番上のボタンが外れている白いブラウスの襟口から、手をそっと差し入れてきた。

    「何するの？」

    彼はブラの上から私の胸を遠慮がちに、やわやわと揉み始めた。

    「ダメ？　ちょっとだけ」

    「ね、平岡君……」

    「石田だけに触らせるのは、嫌なんだ」

    そのぎこちない手つきは、私の母性本能をくすぐった。彼に触られるのは、嫌じゃない。

    　

    このぐらいの年代の男の子は、一途で真っ直ぐだ。だからもし、私があからさまに拒否して傷つけたら、石田先生との不貞を学校に告発されるかもしれない。

    秘密を握られている。慎重に対応しなければ……。

    こっちは大人で、教師。しばらくは彼のやりたいようにさせて、後でゆっくりと説得するのがベストだろう。

    こんな作戦など知ることのない少年の、生温かな息づかいが、私の耳元から聞こえてきた。

    　

    「ね、ここも見せた？」

    と、彼は突然、私のスカートの中に手を入れてきた。

    「何するの、平岡君」

    「先生、すぐに濡れるって、石田が言ってたし」

    「え……」

    全部聞かれてたんだ。

    彼の指は、私の敏感な割れ目を下着の上からためらいがちに這いまわった。

    「ちょっと、ダメだよ。やめなさい。平岡君。あぅん……」

    「先生、クビになりたいの？　石田にはやらせたくせに、少しぐらい触らせろよ」

    「……」

    さっきまでは好きだとか言ってたのに、もしかして私のこと、脅してる？　ここにきたのもただ、セックスしたいだけなのだろうか。

    こっちが戸惑っていると、彼は突然ベッドに私を押し倒した。そして強く唇に自分の口を押しあててくる。

    それは獣のように激しく、むしゃぶりつくようなキスだった。

    　

    こんな若い子と絡むのは、初めてだった。高校生だけど、体はもう十分に男だ。最も性に対しても興味がある頃だろう。

    こんな展開になって、どうしたらいいのだろうか。

    ま、もしもの場合には、一度だけ口でイかせてやればと私は思い直した。

    とにかく反発させないように。主導権はこっちが握っておくべきだ。

    「ねえ、平岡君、私にこんなことして、本当にいいと思ってんの？」

    瞬間、その少年は動きをとめた。

    「君は素敵だし、無理やりじゃなくても私、君の気持に応えることもできるわよ」

    「ホントに？」

    「その代り、絶対に学校には黙っててくれる？」

    「もちろん、約束するよ。俺、先生のこと、マジで好きだから」

    「ありがと」

    若いだけに単純だ。私は彼に優しく微笑みかけた。

    　

    すると平岡君はせっかちに、薄いブラウスのボタンを上から外していった。中からはレースがあしらわれたレモン色ブラが露わにされる。

    幼い彼は興奮したのか、力任せにそれを取り去ろうとした。

    「ちょっと、焦らないで」

    私は彼を制して体を起こし、自分でブラウスを脱いでブラを外した。

    プリンとしたふくよかな乳房がさらけ出る。

    彼は上気したようにまた私をベッドへと押し倒し、その先のピンクを口に含んだ。

    ハアハアと欲情し、チュッチュと音を立てて吸う。

    「あっ、あぁーん……」

    甘い吐息まじりの声をわざと漏らしてみた。

    彼はさらに息を荒く乱し、ボリュームあるその乳房をぐにゅぐにゅと手で揉みながら、舌をクネクネと這わせた。

    そろそろ、カタをつけよう……。

    　

    私は盛り上がっている彼の顔を、両手で優しく持ち上げて言った。

    「ねえ、平岡君。ズボン脱いで。先生が気持ちいいことしてあげるから」

    「……」

    一瞬、狐につままれたようだったが、その意味がわかったのか、彼はスクッと立ちあがった。

    そして焦るようにカチカチと音を立ててベルトを外し、ズボンを下ろした。

    平岡君の下半身は、中心がこんもりと盛り上がったブリーフだけになった。

    「じゃあ、ここに横になって」

    私は彼を上向きにして、ベッドに寝かせた。そしてもうすでに固くなっていた若いペニスを、ブリーフの中から取り出した。

    まず舌でチョンチョンと亀頭を弾く。次にガバッとソレを口に含んだ。手でシコシコと根元をしごぎながら、私は唇を締めて自分の頭を前後に動かした。

    すると彼のその新鮮なイチモツは、さらに大きさ増し、もう喉の奥まで迫ってくる。

    「あぅ……、先生、出ちゃうよ」

    「いいよ、飲んであげるから。イッちゃって」

    「けど、どうせなら、先生の中で出したい」

    「それはまた、今度」

    「今度って、いつ？」

    「だから……」

    「もしかして俺のこと、騙そうとしてる？」

    「そんなわけ……」

    彼は興奮する息で、こっちを睨んだ。

    「じゃあ、まずは口に出して。そのあと、中でやらせてあげるから」

    すると急に冷たい視線になって、

    「何回も自信ないよ、石田じゃないんだから……」

    と言った。

    「え……」

    たぶん合宿所でのことを、詳細まで知ってるんだ。私はちょっと怖くなった。

    こうなったら下手に小細工するより、言う通りにした方が安全かもしれない。今は彼氏の手前、こんな不祥事で、学校をクビになるわけにはいかないのだ。

    それとプラスして、この若いペニスをちょっと自分の中へ押し込んでみたい気もした。

    もちろんこっちがイクまで耐えてくれるとは思わないけど……。

    　

    「わかったわ」

    私は彼のモノから手を離した。

    平岡君は慌てて私のスカートを腰の辺りまで捲りあげ、息を飲むようにブラと同色のパンティを静かに下ろしていった。

    そして、少し照れるようにつぶやいた。

    「ね、先生のも、舐めていい？」

    「え？」

    「ちょっとだけ」

    平岡君は私の両膝を立てて足を開かせたかと思うと、その蜜口に顔を近づけた。

    しかし、ただ見つめているだけで何もしない。

    「やだ、恥ずかしいじゃない。じっと見ないでよ」

    「ごめん……」

    するとその指で花弁に覆われた敏感な穴をグイッと広げたかと思うと、フッと熱い息を吹きかけた。

    「何してるの？」

    「俺って、変態かも」

    「変なの」

    私はふと笑みを漏らした。彼のことが可愛く思えてくる。

    　

    こっちがそんなふうに油断していると、今度彼は尖った舌先で、チロッと私のクリトリスを舐めた。

    「いやん……」

    不意打ちを食らい、全身に電気が走る。そして中から愛液が流れでてきた。

    「もしかして先生、感じた？　エッチな汁がいっぱい出てきてるよ」

    「もぉ、見ないで」

    恥ずかしそうに言うと、ついに平岡君がその敏感な入口にチュッ唇をつけた。

    私の甘い液をズルッと吸い上げたかと思うと、その敏感な入り口にペロペロと舌を這わせる。舌先でクリトリスをツンツンと集中攻撃された。

    「あっ、あぁん……」

    私の快感は勝手に昇っていく。

    そして今度はそれを固くして、中へとグリグリとねじ入れてきた。

    「あっ、あァーん、いいっ……いやぁーん！」

    私は恰好悪いけど、その舌で瞬時にイッてしまった。

    きっと彼の一途な気持ちが、快感へと導いたのかもしれない。

    これは淡泊な彼氏からも、テクニシャンな石田先生からも得られなかった種類の新鮮な疼きだった。

    私のアソコはもうヒクヒクとして、びちょびちょになっていた。そして若いペニスを待ちわびている。

    　

    「そろそろ入れてもいい？」

    「うん、来て……」

    平岡君は私に覆いかぶさった。

    そして股間にある敏感な割れ目に、ギンギンに張りつめた自分下半身の先を押しつけたかと思うと、グイッとせっかちに埋め込んだ。

    「あっ、あぁん、あぅーん……」

    まだ成熟していない男のモノが、私の中を熱くとろけさせる。

    奥まで入ったか、入らないか……。

    しかし平岡君はもう我慢できないとばかりに、獣のように激しく動きだした。呼吸もハアハアと荒くなっている。

    「ごめん、先生……もう出ちゃうよ」

    「まだダメよ。私のことが本当に好きなら、もっと奥まで突いてくれなきゃ」

    「こう？」

    「ん、そう。いい子ね……いいわよ、あっ、いい、感じる……」

    彼は勢いよくズンズンと、ベッドが壊れるほどに押し込んできた。

    「無理だ、俺。気持ち良過ぎで、もう我慢できない」
「仕方ないわね」

    ピークへと昇る彼に遅れをとらないように、私は腰を回してクリトリスをペニスに押し付けた。

    「イク……」

    こっちがちょうど頂点に達したと同時に、平岡君は小さく痙攣し、私の上で気持ちよさそうに果てた。

    彼のピチピチとした若い精液が、ドクドク体内に注ぎこまれるのがわかる。

    汗びっしょりになって頑張った彼が可愛くて、私はその髪を優しく撫でていた。

    若い男の味を知ってしまった。

    こんな直球なセックスも、ありかもしれない……。

    　

    　

    結局私は彼氏と別れた。

    結婚まで考えていたのに、こんなにあっさりと清算できるとは驚きだった。

    きっと自分の中の何かが変わったのだ。

    そして、平岡君と関係は今も続いている。

    十七歳の彼に二十五歳の私、年の差は八つ……。

    将来結婚しようと言ってくれる彼の言葉を信じているわけではないが、捨てられるまでこの関係は続けたいと思っている。

    たとえどんなに、いけない女教師になったとしても……。

    　

    　

    　

    　

    （おしまい）

    

    　

    本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページに転載することを禁止します。

    本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

    また有償・無償にかかわらず、本作品を第三者に譲渡することはできません。

    　

    　

    　

    書名　　　　　女教師のいけない関係

    著者　　　　　早瀬らいむ

    表紙イラスト　羊毛兎

    発行日　　　　二〇一一年十二月発行

    発行所　　　　株式会社オリオンブックス

    住所　　　　　東京都渋谷区渋谷３-５-16

OEBPS/nav.xhtml


		

			

						

					本文1

				



			



		

	

OEBPS/images/coverimage.png





